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第
２
部

「
夢
」振
創
立
10
周
年

記
念
事
業
の
部

１
．
理
事
長
挨
拶　

徳
田
昌
則

（
１
）従
来
の
郷
友
会
は
親
睦
会
が
主
目
的
、

２
０
０
１
年
こ
れ
を
夢
有
る
故
郷
振
興
の

会
に
し
よ
う
と
云
う
目
的
で
会
を
立
ち
上

げ
憲
章
を
制
定
し
た
。

（
２
）
故
郷
を
花
一
杯
の
き
ゅ
ら
島
に
／

東
京
で
産
業
振
興
館
を
作
り
、
こ
こ
を
拠

点
に
故
郷
の
特
産
品
を
全
国
Ｐ
Ｒ
し
て
島

の
産
業
を
育
て
よ
う
。

（
３
）
花
一
杯
運
動
と
特
産
品
販
路
拡
大

は
徐
々
に
軌
道
に
乗
り
始
め
た
／
徳
州
会

青
年
部
と
共
に
観
光
・
物
産
販
路
拡
大
に

今
後
取
組
展
開
し
た
い
。

（
４
）
元
専
務
理
事
・
市
村
康（
関
連
補
足

報
告
）：
全
国
唯
一
大
型
電
気
バ
ス
の
運

行
実
験（
20
㎞
以
上
運
行
）
を
徳
之
島
で

展
開
中（
２
０
１
１
～
２
年
間
）

２
．
来
賓
挨
拶

　

高
岡
秀
規　

徳
之
島
町
長

（
１
）農
業
と
福
祉
を
重
点
施
策
す
る
方
針
。

特
に
福
祉
は
施
設
は
変
っ
た
と
し
て
も
人

が
変
る
と
認
知
症
の
人
は
進
行
す
る
の
で

人
を
変
え
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

（
２
）
秋
に
町
民
運
動
会
兼
農
業
祭
と
合

わ
せ
て｢

夢｣

振
提
案
の
ワ
イ
ド
祭
り
を

復
活
さ
せ
た
い（
昨
年
は
連
続
台
風
襲
来

で
中
止
し
た
）。

３
．
来
賓
挨
拶

英
辰
次
郎　

東
京
奄
美
会
会
長

（
１
）
島
興
し
は
足
元
か
ら
、
地
に
つ
け

て
取
組
が
重
要
。
そ
う
云
う
意
味
で｢

夢｣

振
の
発
想
、
取
組
は
素
晴
ら
し
い
。

（
２
）
今
年
は
復
帰
60
周
年
。
当
時
を
知

る
人
も
段
々
少
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
先

日
証
言
録
の
よ
う
な
形
で
話
を
聞
く
会
を

持
っ
た
所
で
有
る
。

４
．
10
周
年
記
念
講
演
会

講
師
紹
介
：
横
田
捷
宏
副
理
事
長

講
師
：
岡
野
克
弥 

国
土
交
通
省
国
土
政

策
局 

特
別
地
域
振
興
官 

経
歴
紹
介
：
昭
和
37
年
生
。
千
葉
県
出
身 

昭
和
63
年
東
大
大
学
院
卒
業
。
通
産
省
入

省
。
平
成
６
年
～
２
年
間
ア
メ
リ
カ
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
留
学
。
帰
国
後
は
経
済

産
業
省
の
各
部
門
責
任
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
～
１
年
間
官
民
協

力
事
業
の
一
環
で
民
間
企
業（
㈱
日
本
製

鋼
所
営
業
部
長
。
平
成
24
年
7
月
～
現
職

講
演
会

（
１
）
行
政
制
度
の
変
革

Ｓ
28
年
復
帰
、
Ｓ
29
年
～
奄
美
群
島
復
興

特
別
措
置
法
、
Ｓ
44
年
～
奄
美
群
島
振
興

特
別
措
置
法
、
Ｓ
49
年
～
奄
美
群
島
振
興

開
発
特
別
措
置
法

（
２
）
奄
美
群
島
の
主
要
指
標

総
人
口
増
減
率（
Ｓ
30
／
22
比
較
）
全
国

42
・
２
％
増
。
奄
美
42
・
２
％
減（
参
考

報
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
不
十
分（
但
し
自
立

萌
芽
有
）

（
10
）
今
後
更
に
成
長
を
促
進
さ
せ
る
為

に
は

群
島
が
一
体
と
な
っ
て
地
元
市
町
村
自
ら

の
手
で
将
来
の
姿
を
描
き
、
そ
の
責
任
の

も
と
着
実
に
施
策
を
実
行
す
る
事
が
重
要

（
11
）奄
振
法
延
長（
Ｈ
26
年
か
ら
５
年
間
）

の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

Ｈ
26
／
３
地
元
で
基
本
計
画
・
実
施
計
画

完
成
し
県
へ
提
出
、
６
月
以
降
県
と
国
が

協
議
し
て
決
定
さ
れ
る
。

（
12
）
奄
美
群
島
の
将
来
像

10
年
後
目
指
す
３
本
柱

①
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
夢
を
実
現
す

る
島

②
全
て
の｢

島
ち
ゅ｣

が
主
人
公
と
し
て

活
躍
す
る
島

③
世
界
の
人
々
に
魅
力
を
伝
え
る
宝
の
島

（
13
）
将
来
像
実
現
の
為
の
戦
略
基
本
方
針

強
化
す
べ
き
産
業
→
農
業
・
観
光
／
交

流
・
情
報
。

活
か
す
べ
き
奄
美
の
強
み
→
文
化
、
定
住

（
農
業
の
高
負
荷
価
値
シ
フ
ト
に
よ
り
）

（
14
）
Ｈ
28
年
世
界
遺
産
登
録
見
通
し

世
界
遺
産
登
録
さ
れ
る
と
観
光
客
が
大
幅

に
増
え
る
が
２
年
目
以
降
減
少
傾
向
が
一

般
的（
観
光
ガ
イ
ド
育
成
要
…
ガ
イ
ド
認

定
制
度
考
慮
要
）。

（
15
）
奄
振
の
大
型
公
共
事
業（
古
仁
屋
を

結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
、
徳
之
島
の
ダ
ム
工
事
）

完
了
間
近

次
年
度
か
ら
公
共
事
業
費
→
産
業
育
成
部

門
へ
の
変
更
出
来
な
い
か
考
慮
中
。

（
16
）
八
丈
島
は
年
１
回
島
へ
帰
ろ
う
運

動
を
展
開
し
た
ら
乗
客
が
増
え
運
賃
が
下

が
っ
た
。
一
方
奄
美
は
乗
客
が
2
割
減
り

運
賃
が
2
割
上
が
っ
た
。

第
3
部

懇
親
会

16
：
50
〜　

司
会
：
小
坂
田
上

１
．
乾
杯
・・
・
・
・
・
・
・
・
村
岡 

清
男 

理
事

２
．
余
興

●
ピ
ア
ノ
演
奏

　
・・
・
パ
ト
リ
シ
ア
津
田（
津
田 

祐
加
子
）

●
み
ん
な
で
歌
お
う（
故
郷
）

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏

 

村
岡 

清
男
＆
し
げ
子
ご
夫
妻（
井
之
川
）

●
島
唄
・
三
味
線

 

・・
・
・
・
・

井
手　

宏
則（
伊
仙
町
出
身
）

●
お
笑
い
漫
談

 

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

甘
味
け
ん
じ

●
踊（
花
の
徳
之
島
）・
他

 

・木
村
浩
子
と
木
村
浩
子
教
室
門
下
生

●
六
調
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
全
員

３
．
閉
会
の
挨
拶

　
・・
・
・
・
・
・
・
・
松
田 

健
一
前
専
務
理
事

４
．
三
本
締
・・
・
・

雪
山 

渥
美
副
理
事
長

閉
会
19
：
00

沖
縄
県
73
・
９
％
増
）

（
３
）
奄
美
群
島
の
主
要
指
標
１
人
当
り

の
所
得（
Ｓ
30
／
Ｈ
22
比
較
）

全
国
２
６
６
万
円
・
奄
美
１
９
７
万
円

（
鹿
児
島
県
２
２
１
万
円
）

（
４
）
奄
振
法
は
い
ず
れ
終
了

終
了
の
目
標
は
人
口
減
少
が
止
ま
っ
て
増

え
る
状
況
、
又
は
所
得
が
全
国
又
は
鹿
児

島
県
並
に
な
っ
た
時
。

（
５
）
奄
美
の
人
口
増
や
す
事

産
業
を
興
し
雇
用
拡
大
が
次
ぎ
の
５
年
間

の
最
大
テ
ー
マ
。（
基
幹
産
業
の
大
島
紬
・

サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
に
代
る
産
業
育
成
が
振

興
官
の
最
大
任
務
）。

（
６
）
産
業
構
造（
Ｓ
55
／
Ｈ
20
比
較
）

製
造
業
３
２
３
億
円（
構
成
比
18
・
９
％
）

→
１
４
１
億
円（
12
・
４
％
）…
全
国
平
均

（
24
・
３
％
）
の
半
分

（
７
）
奄
美
群
島
の
農
業
に
つ
い
て

全
体
産
出
額
２
９
８
億
円（
内
徳
之
島
１

１
４
億
円
…
サ
ト
ウ
キ
ビ
と
野
菜
で

80%

）
→
六
次
産
業（
加
工
に
よ
る
高
付

加
価
値
化
取
組
要
）

（
８
）
作
物
単
位
面
積
当
り
の
農
業
産
出

額（
百
万
円
／
ha
）

サ
ト
ウ
キ
ビ
1.1
、
馬
鈴
薯
2.8
、
マ
ン
ゴ
ー

12
・
９
、
ゆ
り
27
・
１
、
そ
り
だ
ご
24
・
９

（
９
）
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

奄
振
法
60
年
経
過
→
道
路
、
農
業
基
盤
等

各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
一
定
の
成
果
有
情


